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 第 10 章 キャッシュ・フロー計算書の 

     様式 
 

10-2 キャッシュ・フロー計算書の基本構造 

 

10-2-1 キャッシュ・フローの源泉と使途 

キャッシュ・フロー計算書は、企業の資金の源泉、

つまりどのように収入を得たのかということと、企業

の資金の使途、つまり資金をどのような支出に用いた

のかを表す財務諸表である。企業の資金の源泉と使途

は多岐にわたっているために、その取引の内容によっ

て分類することが必要であろう。 

そこで、キャッシュ・フロー計算書では、資金の源泉

と使途を、「営業活動」「投資活動」「財務活動」の3つに

分類し、それぞれの活動からのキャッシュ・フローの純

額を合計することで、病院全体の当期のキャッシュ・フ

ローを算出する。 

【病院会計準則】 

第 5章 キャッシュ・フロー計算書原則 

第 43 キャッシュ・フロー計算書の区分 

キャッシュ・フロー計算書には、「業務活動による

キャッシュ・フロー」、「投資活動によるキャッシュ・

フロー」及び「財務活動によるキャッシュ・フロー」

の区分を設けなければならない。 

そこに、期首の残高を加算することで、最終的に期末

に残った資金残高、つまり現金および現金同等物が算出

されるというのがキャッシュ・フロー計算書の基本構造

である。基本構造を簡潔に表すと図表10-1の通りである。 

図表 10-1 キャッシュ・フロー計算書の基本構造 

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー 

… 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 

… 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

… 

Ⅳ 現金および現金同等物の増加額 

（当期のキャッシュ・フロー） 

Ⅴ 現金および現金同等物の期首残高 

Ⅵ 現金および現金同等物の期末残高 

＜続く＞ 
（井出健二郎著「病医院会計のすべて」日本医療企画より） 

 「入院・外来医療等の調査・評価分科会」が開かれま

した。この分科会は中医協の下部分科会であり、次回の

診療報酬改定での課題や調査、調査内容の分析を行う会

議体です。したがって、2024 年度の診療報改定の内容や

改定分野、項目などを予測するのに重要なウォッチング

ポイントです。 

◆厚生労働省が描く急性期医療のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表出典：(令和 5 年度だい 3回)入院・外来医療等の調査・ 

評価分科会（厚生労働省）） 

 上記のイメージ図からも分かるように、専門的で重症

度の高い医療が急性期医療のイメージです。このような

イメージに通りにするために、2022 年度改定では、急性

期充実体制加算が新設されましたが、今回の調査では算

定している施設が少ないという調査結果でした。分科会

のなかで示された課題を下記に示します。今後はこれら

の課題を解決する議論が中医協などで行われ、指摘され

た論点の具体的な解決法が診療報改定の具体的な内容

になることが多いです。 

◆課題 

 

 

 

 

◆論点 
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